



















からおよそ 1300 年前，黒龍江省地方は渤海国と言われ，唐王朝から渤海郡王に封ぜられ， 

















概観する。1940 年時点ではハルビンに 7 つの日本小学校があり，児童数は 5000 人弱 










日本人移民の変化と形成を考察した。1905 年の日露戦争を境に「満洲国」成立までの 27 
年間で約 23 万人の日本人が中国東北部で暮らすようになり，終戦時には約 150 万人に達 
 
した。大量の日本人を中国の東北部に移住させた主な理由は，｢昭和恐慌｣と日本の人口の 


















境近辺に入植させられた開拓団が多くいたため，1945 年 8 月 9 日のソ連軍進攻に伴 い避難
民はいっせいに方正県に集まった。開拓団の青壮年男子はほぼ全員が軍隊に召集さ れており，
徒歩で方正に向かうのは老幼婦女子だけとなった避難民は戦闘や現地農民の襲 撃，悪路な
どで多くの人が生命を失った。方正県収容所に集まった難民の数は約 2 万人 といわれ，そ
の半数以上が飢餓と伝染病によって死亡したという。生存者の多くは残留孤 児や残留婦人と












園林を訪問した際に，当時 68 歳であった水稲専門家，藤原長作は園林内の日本人公墓に 
心を打たれ，彼自身は侵華戦争に参加しなかったにもかかわらず，中国人民に謝罪の意を 
表した。彼は 10 年間に渡り先進稲作技術を方正県はじめ，中国東北全土に無償で伝えた。 
藤原が逝去したあと，中国政府は彼の生前の中国に対する功績を頌えるために中日友好園 
林に慰霊碑を建立し，｢藤原長作記念碑｣と名付けた。 
黒龍江省と日本の交流史を辿れば，まさに波乱万丈といえる。新中国成立後，その関係 は
中日国交正常化によって中国で最初に民間の中日友好団体が出現したことを皮切りに， 残
留孤児帰国の現象，日本文化に接触した若者たちの間に日本語学習の旋風が巻き起こる とい
う形で，多くの人々が日本への留学に関心を持つようになった現代に至る。 
本論の願いは方正県の中日友好園林の中にある「和平友好」記念碑に象徴されるように 
中日両国の平和かつ友好な関係を永久に保つことである。 
歴史の観点から見れば，黒龍江地区から日本までの海上往来の最短距離航路の開通によ 
り，黒龍江地区と日本との文化的交流や両国の民衆的友好の基礎が築き上げられたと言え 
る。だが両国の交流関係は常にスムーズな状態で行われたとは言い難い。この期間の史料 
をまとめることによって現代を生きる我々が必ず何らかの啓発を得ることができるし，こ 
れらの啓示もまた将来的な国際コミュニケーションの不十分な点を補うことができると 
思われる。 
こういった黒龍江省人民と日本が更に広範囲にわたり共同発展していく時期の真最中 
にあって中日関係に再び亀裂が生じている。すなわち釣魚島（尖閣諸島）問題は両国に新 
たな試練を突きつけている。その影響で政治活動だけでなく，教育や経済面のイベントな 
ども中止されることとなり，中日関係の悪化は両国にとって深刻な問題となり，発展の妨 
げとなっている。両国政府関係者や知識人は両国民の利益を尊重し，局部の争いで全体の 
利益をおろそかにしないように務めなければならない。また，教育面において永久的な友 
好関係を持続すべく，互いに心から友好関係を促進できるような人材育成をすることが共 
存共栄の第一歩と考える。 
